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2026年6月「お庭の生きもの調査」事務局 発行

• 2026年5月は、 「お庭の生きもの調査」 と「はじめてのお庭の生きもの調
査」を合わせて、全1９目４６科57種が確認されました。

• 最も多かったのは38種が確認された昆虫類です。「お庭の生きもの調査」で
は、アゲハチョウの確認件数が最も多く、「はじめてのお庭の生きもの調査」
ではアリの仲間とクモの仲間の報告が多かったです。

• 次いで、鳥類の報告が多く、「お庭の生きもの調査」ではシジュウカラの確認
が、 「はじめてのお庭の生きもの調査」ではヒヨドリの確認が多かったです。

調査の目的
個人宅の庭を訪れる生きものを定点で観察し、そのデータを収集することで、生物多様性の現状把握と保全・回復のための施策立案の基
礎データとして活用すること。

調査の概要 お庭の特徴
• 調査期間： 2026年５月１日～3１日
• 調査員登録数：103件（2026年６月12日時点）

• ほとんどの庭は１階の地表面にあるものでした。
• 樹木、草地、鉢植え、花壇などがある庭が多かったです。

表１ 都道府県別調査員登録数

図１ 年代別調査員登録数

• 調査庭数： 11庭
• 報告件数： ９４件

図２ お庭の種類
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図３ お庭にある植物

結果概要
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お庭の生きもの調査調査結果

• 全19目46科57種が確認されました。（表２）
• 分類群単位では、昆虫類の種数が最も多く、次に鳥類が多かったです。 （表２）
• 昆虫類では、4月に続き（ナミ）アゲハの報告が多かったです。また、カメムシの仲間の

確認が6種と増えました。（表３）
• 鳥類では、シジュウカラの報告件数が最も多かったです。 （表４）

結果概要
• 調査期間： 2026年５月１日～3１日
• 調査庭数： 1１庭
• 報告件数： 94件

調査の概要

表２ 各分類群の報告種数 表３ 昆虫類の種一覧と報告件数

表４ 鳥類の種一覧の報告件数

写真 ウズラカメムシ
調査員提供

写真 モンカゲロウ
調査員提供

２

※ 網掛け（緑色）… 2026年度初確認の種
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はじめてのお庭の生きもの調査調査結果

• 「見た」の報告は、アリの仲間とクモの仲間が最も多く、それぞれ5庭で見られました。
• 次いで、スズメとヒヨドリ、黄色いアゲハチョウの仲間、カタツムリ・ナメクジの仲間の報

告が4件ずつありました。「声を聞いた」も含めると、ヒヨドリは６件、スズメは5件となり
ます。

結果概要
• 調査期間： 2026年5月１日～31日
• 調査庭数： 6庭
• 報告件数： 6件

調査の概要

図4 はじめてのお庭の生きもの調査 各調査項目の報告内訳

写真 クサギカメムシ
「はじめてのお庭の生きもの調査」入力フォームより

写真 ホソミイトトンボ
「お庭の生きもの調査」入力フォームより

（図４）
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